
キ
ナ
シ
大
林
病
院
副
院
長
・
整
形
外
科

真
鍋
健
史
氏

筋
肉
切
ら
ず
人
工
関
節
に

早
期
リ
ハ
ビ
リ

脱
臼
率
低
下

購

□
ま
な
べ
・
た
け
し

１
９
９
８
年

香
川
医
科
大
医
学
部
卒
。
同
大
入
局

後
、
国
立
療
養
所
高
松
病
院
、
聖
隷

浜
松
病
院
（
静
岡
県
）
な
ど
を
経
て
、

２
０
１
１
年
か
ら
現
職
。
日
本
整
形

外
科
専
門
医
、
香
川
大
医
学
部
非
常

勤
講
師
、
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ

ー
ツ
ド
ク
タ
ー
、
医
学
博
士
。
高
松

市
出
身
。

歳
。

ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ

年間の手術件数は約300件。昨年の股関節手術

数は 件で、うち は 件で実施。常勤医３

人と非常勤医師６人の計９人体制で、各種疾患の

治療に当たっている。

所在地：高松市鬼無町藤井435―１

電話：087（881）3631
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■ キナシ大林病院・整形外科

変
形
性
関
節
症
や
リ
ウ
マ
チ

な
ど
の
病
気
や
、
骨
折
な
ど
の

外
傷
な
ど
で
発
生
す
る
股
関
節

の
変
形
。
股
関
節
は
歩
行
に
大

き
く
関
わ
る
部
位
の
た
め
、
日

常
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き

い
。
治
療
手
段
と
し
て
は
、
変

形
し
た
股
関
節
を
人
工
股
関
節

に
置
き
換
え
る
人
工
股
関
節
置

換
術
が
一
般
的
だ
が
、
近
年
、

前
方
進
入
法
（
Ｄ
Ａ
Ａ
）
と
い

う
新
し
い
手
術
法
の
採
用
が
国

内
で
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
同
手

法
を
実
践
し
て
い
る
キ
ナ
シ
大

林
病
院
の
真
鍋
健
史
副
院
長

に
、
Ｄ
Ａ
Ａ
の
特
徴
な
ど
に
つ

い
て
聞
い
た
。

｜
Ｄ
Ａ
Ａ
と
は
。

人
工
股
関
節
置
換
術
の
手
術

法
で
、
１
９
９
０
年
代
後
半
に

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
、
日
本
で

は
２
０
０
３
年
に
始
ま
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
後
方
進
入
法
と
呼

ば
れ
る
手
術
で
は
、
股
関
節
後

方
の
皮
膚
を

〜

㌢
ほ
ど
切

開
し
て
実
施
す
る
手
術
だ
っ
た

が
、
Ｄ
Ａ
Ａ
は
太
も
も
の
付
け

根
の
外
側
の
皮
膚
を
小
さ
く
切

り
、
股
関
節
の
前
に
あ
る
筋
肉

の
間
を
か
き
分
け
て
関
節
に
到

達
す
る
方
法
だ
。

｜
大
き
な
特
徴
は
。

従
来
法
で
は
、
お
尻
側
の
筋

肉
の
一
部
を
い
っ
た
ん
切
り
離

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

が
、
Ｄ
Ａ
Ａ
は
筋
肉
を
切
ら
ず

に
人
工
関
節
に
置
き
換
え
ら
れ

る
。
こ
の
た
め
、
手
術
後
に
早

期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
、
入
院
日
数
の
短

縮
に
も
つ
な
が
る
。
当
院
の
ケ

ー
ス
で
は
、
従
来
法
で
の
リ
ハ

ビ
リ
を
含
め
た
入
院
期
間
は
約

１
カ
月
半
〜
２
カ
月
だ
が
、
Ｄ

Ａ
Ａ
で
は
平
均
１
カ
月
ほ
ど

だ
。｜

他
に
も
利
点
は
あ
る
か
。

人
工
関
節
の
脱
臼
は
、
後
方

へ
の
脱
臼
が
ほ
と
ん
ど
。
こ
れ

を
防
ぐ
に
は
、
お
尻
側
の
筋
肉

を
損
傷
し
な
い
こ
と
が
リ
ス
ク

の
軽
減
に
つ
な
が
る
。
実
際
、

従
来
の
後
方
か
ら
の
手
術
で
は

脱
臼
率
が
１
〜
５
％
だ
が
、
Ｄ

Ａ
Ａ
で
は
１
％
以
下
に
な
る
と

い
う
報
告
も
あ
る
。
加
え
て
、

切
開
す
る
皮
膚
の
幅
が
、
従
来

法
の
約
半
分
の
８
〜

㌢
の
た

め
、
患
者
側
の
美
容
上
の
満
足

度
が
高
い
。

｜
Ｄ
Ａ
Ａ
の
普
及
状
況
は
。

国
内
で
は
現
在
、
都
会
で
か

な
り
施
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
が
、
県
内
で
は
ま
だ
一

般
的
で
な
い
の
が
現
状
。
と
い

う
の
も
、
医
師
の
習
練
が
必
要

な
上
、
手
術
に
専
用
の
道
具
や

ベ
ッ
ド
な
ど
が
必
要
な
た
め
。

当
院
で
は
２
０
１
０
年
か
ら
Ｄ

Ａ
Ａ
を
採
用
し
て
お
り
、
先
天

性
の
高
度
な
股
関
節
脱
臼
が
あ

る
場
合
な
ど
を
除
き
、
こ
の
手

術
法
を
実
施
し
て
い
る
。

｜
Ｄ
Ａ
Ａ
を
受
け
た
患
者
の

反
応
は
。

従
来
法
と
両
方
を
経
験
し
た

患
者
も
何
人
か
い
る
が
、
Ｄ
Ａ

Ａ
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
楽
だ
と

い
う
答
え
が
返
っ
て
き
て
い

る
。
筋
肉
を
切
ら
な
い
こ
と
に

加
え
従
来
法
は
横
向
き
で
の
手

術
だ
っ
た
が
、
Ｄ
Ａ
Ａ
は
あ
お

む
け
で
行
う
手
術
。
よ
り
楽
な

体
勢
で
手
術
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
患
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

｜
術
後
の
注
意
点
は
。

人
工
関
節
は
一
度
入
れ
て
し

ま
え
ば
終
わ
り
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
車
で
い
う
車
検
の
よ

う
に
、
異
常
が
な
い
か
定
期
的

に
病
院
で
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
だ
。
何
か
異
変
を

感
じ
た
際
は
、
担
当
医
に
す
ぐ

に
知
ら
せ
る
よ
う
、
心
掛
け
て

ほ
し
い
。

強い日差しが気になる季節。日光の浴びすぎは、しわやしみといっ

た皮膚の老化につながるだけでなく、白内障など目の病気の原因にも

なる。外出時に皮膚や目を守るには、サンスクリーン剤（日焼け止め）

やサングラスの使用が基本だ。

紫外線による人の皮膚の細胞の変化 左は紫外線照射前 右は

夏の日中 分に相当する量の紫外線を照射した後で 濃い色

の粒はＤＮＡが変異した核 市橋正光さん提供

子どものときから対策を

●
Ｕ
Ｖ
Ａ
の
影
響

日
光
に
含
ま
れ
る
紫
外
線
に
は
、
波

長
別
に
紫
外
線
Ａ
（
Ｕ
Ｖ
Ａ
）
と
紫
外

線
Ｂ
（
Ｕ
Ｖ
Ｂ
）
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

波
長
の
短
い
Ｕ
Ｖ
Ｂ
が
皮
膚
の
細
胞
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
傷
つ
け
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す

…
。日

焼
け
に
よ
る
影
響
は
そ
ん
な
ふ
う

に
説
明
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
よ
り

多
様
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
つ
つ

あ
る
、
と
皮
膚
科
学
の
専
門
家
で
再
生

未
来
ク
リ
ニ
ッ
ク
神
戸
（
神
戸
市
中
央

区
）
の
市
橋
正
光
院
長
（
神
戸
大
名
誉

教
授
）
は
言
う
。

ま
ず
地
上
に
届
く
量
が
Ｕ
Ｖ
Ｂ
の
数

十
倍
あ
る
Ｕ
Ｖ
Ａ
が
、
皮
膚
の
老
化
に

関
わ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

Ｕ
Ｖ
Ｂ
が
肌
（
表
皮
）
に
当
た
る
と

生
理
活
性
物
質
が
で
き
、
そ
の
下
の
真

皮
で
線
維
芽
細
胞
を
刺
激
。
す
る
と
酵

●
免
疫
抑
制

素
の
働
き
が
高
ま
り
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
な

ど
肌
を
支
え
る
タ
ン
パ
ク
質
が
壊
さ
れ

る
。一

方
、Ｕ
Ｖ
Ａ
は
真
皮
に
直
接
届
き
、

線
維
芽
細
胞
を
刺
激
。
同
じ
仕
組
み
で

コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
が
破
壊
さ
れ
る
。
若

者
の
場
合
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
合
成
が
盛

ん
な
た
め
影
響
は
な
い
が
、
中
年
以
降

で
は
し
わ
の
原
因
に
な
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
大
な

ど
の
研
究
チ
ー
ム
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
外
敵
か
ら
体
を
守
る
免
疫
が

Ｕ
Ｖ
Ａ
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ
る
こ
と
を

示
唆
す
る
実
験
結
果
を
報
告
し
た
。

「
免
疫
が
抑
え
ら
れ
た
状
態
で
体
内

に
入
っ
た
病
原
体
は
以
後
、
敵
と
見
な

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
人
体
で
起
き

て
い
る
か
ど
う
か
は
未
確
認
だ
が
、
十

分
起
こ
り
う
る
現
象
だ
」（
市
橋
さ
ん
）

こ
う
し
た
研
究
を
受
け
、
サ
ン
ス
ク

リ
ー
ン
剤
で
は
Ｕ
Ｖ
Ｂ
へ
の
効
果
を
示

す
Ｓ
Ｐ
Ｆ
に
加
え
、
Ｐ
Ａ
と
い
う
数
値

で
Ｕ
Ｖ
Ａ
へ
の
効
果
を
表
示
し
た
製
品

も
出
て
き
た
。

Ｕ
Ｖ
Ｂ
に
つ
い
て
も
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
傷

つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

路
を
通
じ
て
皮
膚
の
細
胞
内
に
生
理
活

性
物
質
を
つ
く
ら
せ
、
炎
症
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ

る
。市

橋
さ
ん
は
「
紫
外
線
の
影
響
は
小

さ
な
子
ど
も
ほ
ど
深
刻
。
外
出
時
に
サ

ン
ス
ク
リ
ー
ン
剤
を
塗
る
な
ど
の
対
策

が
必
要
だ
。
赤
ち
ゃ
ん
に
は
な
め
て
も

安
全
な
製
品
を
使
う
の
が
よ
く
、
Ｓ
Ｐ

Ｆ
は
５
〜

で
い
い
」
と
語
る
。

●
サ
ン
グ
ラ
ス
も
処
方

東
京
都
江
東
区
の
眼
科
医
で
東
京
医

科
歯
科
大
臨
床
教
授
も
務
め
る
清
澤
源

弘
さ
ん
に
よ
る
と
、
紫
外
線
に
よ
る
目

の
障
害
と
し
て
は
、
角
膜
障
害
や
白
内

障
、
加
齢
黄
斑
変
性
な
ど
が
あ
る
。

角
膜
障
害
は
強
い
紫
外
線
で
角
膜
の

表
面
の
細
胞
が
傷
つ
い
て
起
こ
る
。
電

気
溶
接
や
殺
菌
灯
の
紫
外
線
に
よ
る

「
電
気
性
眼
炎
」
や
冬
場
の
「
雪
目
」

も
そ
の
一
種
だ
。

Ｕ
Ｖ
Ａ
は
角
膜
の
奥
に
あ
る
水
晶
体

や
網
膜
に
届
い
て
長
期
的
に
影
響
を
与

え
、
老
人
性
の
白
内
障
や
高
齢
者
で
増

え
て
い
る
加
齢
黄
斑
変
性
の
原
因
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。清

澤
さ
ん
は
「
紫
外
線
は
上
下
か
ら

も
横
か
ら
も
目
に
入
る
。
紫
外
線
を
さ

え
ぎ
る
機
能
の
あ
る
大
き
な
レ
ン
ズ
で

横
に
も
ガ
ラ
ス
の
入
っ
た
眼
鏡
を
勧
め

た
い
。
目
の
健
康
の
た
め
、
サ
ン
グ
ラ

ス
も
眼
科
医
で
処
方
を
受
け
、
度
の
合

っ
た
物
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。

指先自己採血検査を公認
厚労省が規制緩和

生活習慣病の早期発見へ

自分で指先から採った血液で

血糖や中性脂肪を測る簡易検査

を、薬局や民間業者が提供する

ことが４月から公式に認められ

た。厚生労働省が従来の規制を

緩和した。

こうした簡易検査は、多忙な

どを理由に健診を受けていない

人が自分の健康に目を向けるき

っかけになるといわれるが、臨

床検査技師法などに触れる可

能性が指摘され、法的には「グ

レーゾーン」という扱いだっ

た。

厚労省は、簡易検査を行う場

を新たに「検体測定室」と定義

し、運用のための指針を公表し

た。

検体測定室は通常の衛生検査

所のような登録は不要。医師、

薬剤師、看護師、臨床検査技師

のいずれかが運営責任者として

常勤するなどの要件を満たし、

厚労省に届け出れば開設でき

る。

検査は、客が自分で針を刺す

などして指から採血する。検査

項目はいわゆる「メタボ健診」

と同じで血糖、脂質、肝機能関

係の８項目。

客に伝えるのは測定結果の数

値と基準値のみ。結果をどう解

釈すればよいかなど医師の判断

を仰ぐべき事項については質問

されても直接答えず、医師に助

言を求めるよう勧めるとしてい

る。

結果が基準値内かどうかにか

かわらず健診の定期受診を勧め

ることを求めたほか、健診と同

等のものと誤解させるような

「健診センター」などの名称の

使用は禁止した。

東京と徳島の薬局での指先採

血で、糖尿病やその予備軍の人

を見つけて受診につなげる社会

実験に取り組む矢作直也・筑波

大准教授は「自己採血検査が生

活習慣病の早期発見に有効なこ

とは私たちの研究でも明らか

だ。法的な位置付けが明確にな

り、同様の取り組みがさらに広

がると期待される」と話してい

る。
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